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高繰り返し高速点火核融合に向けたミニ炉CANDY開発計画
Development plan of Mini reactor CANDY for the high repetition rate

fast ignition laser fusion
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　ミニ炉CANDY開発計画の内容のうち，１：爆縮点火モデルの２次元任意ラグランジェ-オイラー (ALE)

輻射流体と，利得解析コードの統合，２：高繰り返しシェルターゲット投入法開発 [1]，３：CANDY級レー
ザー LFEXによる高速点火の実証 [2]などの現状について総合的に報告する．2は今回，10Hz動作の繰り返
しに向けて，Fig.1の様な装置を用いてCDビーズの注入，レーザー照射を開始したので，それについて報告
する．３については２次元ALE輻射流体を用いて，LFEXによる高速点火の実証のための数値予測を行なっ
ている．シェルターゲットの対向GXII６ビーム爆縮時のコア密度を Fig. 2に示す．中心で 5 g/cm３と予想
される．

Fig.1. 10Hz動作円板を装着した注入装置
Fig.2. ALEコードによる 2次元 GXII
対向爆縮コア密度．左図は通常シェル，

右図は LFEX照射窓つき．
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